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2 教育学研究科 教育学専攻 修士課程の概要イメージ図

　教育学研究科教育学専攻のカリキュラムは、教育学基礎科目群、教育学発展科目群、関連科目群および特別演習科目群に
よって構成し、教育学・乳幼児教育・初等教育・IB・教師教育学それぞれの研究に関心を有する者、高度専門職業人として
活動を希望する者のニーズに対応している。

教育学研究の基礎を有し、教育関連の各領域において活動できる研究者、高度専門職業人を育成する。

教育学基礎科目群

修 士 論 文

教師教育学研究

•教職課程マネジメント研究
•高等教育研究
•教員養成・研修制度研究
•教員養成評価研究
•学校と教育委員会
•教師教育教授法研究（教育の基礎理論系）
•教師教育教授法研究（国語）
•教師教育教授法研究（社会）
•教師教育教授法研究（算数）
•教師教育教授法研究（理科）
•教師教育教授法研究（道徳）
•教師教育教授法研究（英語・外国語活動）
•教師教育教授法研究（特別活動）
•教師教育教授法研究
　（生徒指導・カウンセリング系）
•教師教育教授法研究
　（教育実習・教職実践演習系）

初等教育研究

•初等教育研究
•小学校授業研究
•コンピュータと教育
•カウンセリング研究
•特別支援教育研究

乳幼児教育研究

•幼児教育研究
•幼児表現研究
•障害児保育研究
•幼児と人間関係
•幼児と保健

IB研究

•IB教師教育ⅠA
•IB教師教育ⅠB
•IB教師教育ⅠC
•IB教師教育（PYP）ⅡA
•IB教師教育（PYP）ⅡB

•IB教師教育（MYP）ⅡA
•IB教師教育（MYP）ⅡB
•IB教師教育（DP）ⅡA
•IB教師教育（DP）ⅡB
•IB教育実践研究Ⅰ
•IB教育実践研究Ⅱ

•中等教育研究
•全人教育研究
•脳科学と教育
•特別支援教育
実践研究
•教員養成海外
制度研究
•大学教員資格
研究

教育学研究　乳幼児教育研究　初等教育研究
IB研究　教師教育学研究

教育哲学研究

関連科目群 教育学発展科目群

教育思想史研究 比較教育学研究 教育史研究 教育心理学研究

臨床心理学研究 教育課程研究 教育方法学研究 教育技術研究 教育社会学研究

教育行政学研究 教育経営学研究 教師教育学研究 教育学研究方法

教育学特別演習Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ

特別演習科目群
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講義内容3

科　目　名 単位数 講　義　内　容

教育哲学研究
Pedagogical Philosophy

2

　教育の目的を「人格の完成」「人格陶冶」「善き人間の形成」というような形で理解
するとすれば、そこには必ず道徳の問題が関わってくる。本講義では、善き人間（人
格者）になるとはどういうことかという観点から「正義」や「自由」の意味について
理解しつつ、それらと教育との関係を哲学的に問うて行きたい。
　すなわち一性（いつせい）を問う哲学的な問いとしてまずは「正義とは何か」「自由
とは何か」を掲げ、正義の女神に象徴される「秤」「剣」の意味や、我々が通常有する

「欲望の自由」とそれに対立する「道徳的自由」などの意味を明確にしたうえで、そも
そも「教育とは何か」という根源的な問いへとアプローチしてみたい。

教育思想史研究
History of Pedagogical Thoughts

2

　教育基本法に示される「人格の完成」という教育目的は、田中耕太郎の著書『教育
基本法の理論』にも示されているように、カントの「人格概念」の影響を多分に受け
ている。

カントの教育思想は、「人間とは教育されなければならない唯一の被造物である」と
いう言で有名な『教育学』にて示されるが、彼の「人格概念」はギリシャ時代より続
く形而上学的概念によって支えられているため、これらを理解しておかねばカントの
教育思想を正確に理解することはできない。
　そこで、この授業では教育思想史的な観点から、形而上学に基づくカントの「人格
概念」を理解し、それがどのような形で教育基本法の「人格の完成」に影響を与えた
のかを明らかにしてみたい。

比較教育学研究
Comparative Education

2

　諸外国における教育制度、教育理念が、相互にどのような影響を及ぼしてきたのか
を、主要国の事例から分析する。制度的及び思想的アプローチを織り交ぜながら、今
日の教育学の生成と発展を理解する。多くの国で共通する要因を取り出すとともに、
その国、その時代の独自性を把握し、その要因を説明できることを目指す。それに
よって、日本の教育の特質を理解し、説明する力を養う。

教育史研究
History of Education

2

「教育学は如何なる学問か？」この問題は教育学の歴史と共に古く、現在においても
なお未解決のまま問われ続けている。
　本講義では、いち早く大学で教育学を講じ始め、教育学の確立へ向けて腐心し続け
てきたドイツにおける教育学の歴史を繙く。特に、20世紀のドイツ教育学の相貌を規
定したディルタイ学派の所謂「精神科学的教育学」に着目し、その教育学理論の特質、
敵対する学派との論争点、教育学と教育実践との関係、ナチズムとの関係等を検証し、
歴史的意義と今日的意義について考察していく。その際、「精神科学的教育学」の代表
的思想家から、玉川学園ともゆかりの深いE. シュプランガーとO. F. ボルノーを中心
に取り上げる。

教育心理学研究
Educational Psychology

2

　現在、学校現場で生じている学習不振、発達障害、非行、不登校、「いじめ」などの
諸問題に対して、最近の教育心理学の研究成果をもとに具体的対応法を検討するのが
本講義の目的である。
　具体的には、成長・発達の概念、認識能力の発達、教授学習や理解のメカニズム、
知識を規定する認知的・文化的な諸要因、教育臨床、脳科学、子どもや保護者の教育
環境、関係機関との連携等を踏まえ、教授学習活動を推進する事例や教育活動を妨げ
る事例に対して、どのような対策を実施していくことが可能なのかを検討することと
する。知能検査や発達検査を各自で実施できるようにするとともに、各検査の問題点
や実際に教授活動にどのように応用していくかを検討することとする。
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